
事故分類 労働災害 発生日時 工事関係者区分 一次下請

事故区分 墜落・転落 性別 男性 年齢 26 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅱ 休業見込日数 14日 

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

　　

看板類設置状況

様式６

公 共 工 事 等 事 故 情 報

事故再発防止研修を実施し、事故の検証・改善について検討を行い、下記の事項を徹底する事とし
た。
　・昇降は手に物を持たず三点支持にて行い、焦らず一段ずつ確実に行う。
　・安全ブロック・安全帯を必ず着使用する。安全帯を着用して朝礼を実施し、朝礼時に点検を行う。
　・資機材は手にもって降ろさず、二名以上の人員で上下に分かれ、ロープやホイストを使用して
　 降ろす。
　・『三点支持での昇降』『安全帯使用』『開口部注意』等の看板を設置する。
　・新規入所者教育時に現場ルールを（安全帯の着使用と、手に物を持って昇降しない）周知する。

事故状況図

改善状況図

令和　７年　９月１９日（金曜日）　　８時３０分

第１２胸椎破裂骨折

　　目的の場所へ向かう途中、人孔内の足掛け金物（高さ2.5～3.0ｍ）から足を滑らせて転落し腰を
打った。左手にスタッフを持ち、右肩にレベルを掛けて降りていた。尚、安全ブロックは設置してあった
が安全帯は未使用であった。

・手に物(スタッフ）を持って足掛け金物を降りた。
・設置済の『安全ブロック』を使用せず、足掛金物を降りた。
・保護具（安全帯）を準備していなかった。

現場確認のための場内移動

事故状況写真（再現）

足掛け金物 被災者（左手にスタッフ・右肩にレベル）
足を滑らせて背中から転落

事故再発防止研修の実施状況


